発表タイトルは、16pt ボールド体で、センタリング
サブタイトル

名字　名前（所属）　中央揃え

キーワード：キーワード３つ，カンマ（，）区切り，中央揃え

１．はじめに
これは予稿集に掲載される原稿のテンプレートです。この文書を保存して使用してください。テンプレートの発表タイトルや発表者名、見出し、本文などそれぞれの場所にカーソルを合わせてそのまま入力すれば、簡単に共通のスタイルで原稿ができるようになっています。必ず本テンプレートを使用して原稿を作成してください。なお不要な部分は削除してください。

２．執筆要領
(1) 書式
原稿は、和文、英文ともにA4判用紙を使用し、図、参考文献全てを含めて２ページ（厳守）とします。マージン（余白）は上下左右すべて25mmとし、基本文字サイズは11ポイントとします。

(2) 項目
原稿には次の項目を含めてください。

a. タイトル：　16ポイントのボールド体。センタリング。サブタイトルは２行目に。
b. 発表者情報：　11ポイント。センタリング。タイトルから１行あけて氏名（所属）の形式で
c. キーワード：　11ポイント。センタリング。発表者情報から１行あけて。カンマで区切る。
d. 本文：　11ポイント。キーワードの下１行あけて本文を始める。見出しはボールド体で。
e. 引用文献：　11ポイント。予稿内で引用した文献の一覧。

(3)その他
· 所属の書き方は下記参照。
	◆ 大学生の場合　
京都教育大学
	Kyoto University of Education
	◆ 大学院生（修士課程）の場合（現職教員で，かつ大学院生である場合も同様）
京都教育大学大学院
	Graduate School, Kyoto University of Education

３．引用文献
· 原則として、Publication Manual of the American Psychological Association.（American Psychological Association, 最新版）（第6版　2009年）に準拠すること。引用文献は本文中に記載されたものとする。下記の例を参照。
例:
小林春美・佐々木正人（編） （1998） 『子供たちの言語獲得』 東京: 大修館書店
高田智子 （2005） 「小学校英語教育経験者の中学入学以降の文法獲得」『関東甲信越英語教育学会紀要』, 第19号, 35-46.
Canale, M., & Swain, M. (1980). Theoretical bases of communicative approaches to second language teaching and testing. Applied Linguistics, 1, 1-47.


注意：提出された原稿は、基本的にはこちらで修正等はいたしません。どれだけ誤字脱字があったとしても、またどれだけテンプレートから逸脱した「指示を守れていない原稿」になっていたとしてもそのまま掲載して、予稿集として参加者全員に配布します。文面・書式・引用の仕方・引用文献の書き方等、細心の注意を払って原稿を作成・推敲して、記述面・内容面について指導教員の先生のチェックを受けた上で、最終原稿を提出するようにお願いします。
